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　６月定例会は、６月７日から同月21日までの15日間の会期で開かれ、
報告４件、令和３年度の補正予算並びに条例の一部を改正する専決処分
の承認11件、令和４年度の補正予算をはじめ議案７件、諮問５件、請
願１件、議会議案４件を審議しました。　（※議決結果はＰ６～７参照）

６６月月 定定 例例 会会

令和３年度にひきつづき令和３年度にひきつづき

臨時特別給付金臨時特別給付金
支給対象となる世帯（ ①②のいずれかに当てはまる世帯）

児童 1人　５５万円万円

子育て世帯生活支援子育て世帯生活支援

【対象者】
①②の両方に当てはまる方
　①令和４年３月31日時点で
　　18歳未満の児童（障害児の場合、20歳未満）
　　を養育する父母等
　　　　(※令和５年２月末までに生まれた新生児等も対象になります。)

②令和４年度住民税（均等割）が非課税の方
　　　または
　　令和４年１月１日以降の収入が急変し、
　　　　　住民税非課税相当の収入となった方
※申請が不要な場合と必要な場合があるので町ホームページなど、
　必ずご確認ください。

住民税非課税世帯等住民税非課税世帯等
１世帯１世帯　1010万円万円

①世帯全員の
令和４年度
「住民税均等割が非課税」
　の世帯（住民税非課税世帯）

②令和４年１月以降、新型コロナウイルス感染症の影響
を受けて収入が減少し、令和４年度の住民税均等割が課
税されている世帯全員のそれぞれの年収見込額が
「住民税非課税水準以下」
の収入になった世帯（家計急変世帯）

※対象の方へは確認書が送付されます。 ※申請が必要になりますので、健康福祉課　臨時特別給付金担当までご確認ください。

特別給付金特別給付金

※既に臨時特別給付金の支給を受けた世帯に再度支給されるものではありません。

①②ともに住民税が課税されている方の扶養親族等のみからなる世帯を除きます。
（例：課税されている親族から扶養されている一人暮しの学生、子から扶養されている高齢者夫婦など）
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　令和３年度の一般会計では、年度末の決算見込みにより、町税の増額及び地方譲与税、各種交付金、特
別交付税などの交付額確定や各事業の精算に伴う減額を主とした所要額の補正のほか、繰越明許費及び地
方債の補正を行ったもので､ 各特別会計ではいずれも事業費の確定及び精算による補正です。

　令和４年度補正では、歳入で、国の補正予算及び内示に伴う新型コロナウイルスワクチン接種対策費負
担金をはじめ、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、住民税非課税世帯臨時特別給付金や
子育て世帯生活支援特別給付金給付事業に係る補助金の増額を主とし、歳出では、これらの事業実施に係
る所要額のほか、庁舎非常用発電機改修やエネルギー構造高度化・転換理解促進事業に係る設計委託、高
浜バスターミナル及び富来小学校のトイレの洋式化改修に係る事業費の追加を主とした所要額の補正です。

令和３年度専決補正令和３年度専決補正 をを承認承認
令和４年度補正令和４年度補正 をを可決可決

会　計　名 補　正　額 予　算　額
一 般 会 計 △６０９４万円 １４６億８８２７万円

特
別
・
企
業
会
計

国 民 健 康 保 険 ２５６８万円 ２５億９４６８万円
後 期 高 齢 者 医 療 △９１万円 ３億５４４８万円
介 護 保 険 △７８３４万円 ２９億８４００万円
診 療 所 事 業 ２１２万円 １億７７１３万円
ケーブルテレビ事業 △６７３万円 ９億　８８８万円

下水道事業
資本的収入 ６００万円 ５億３６０３万円
資本的支出 ６００万円 ９億１０８５万円

会　計　名 補　正　額 予　算　額
一 般 会 計 １億５４７３万円 １２４億２４７３円

志志っっ賀賀りり チェック！チェック！
委員会審査 当初予算、補正予算、決算にかかる分野

を審査します。

予算決算常任委員会

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

　
　

補
正
予
算

　
　

補
正
予
算

質
疑

全
国
で
持
続
化
給
付
金
の

返
還
を
耳
に
す
る
が
、
本
町
で
は

返
還
は
な
い
か
。

答
弁

本
町
で
は
な
い
。

質
疑

令
和
３
年
度
の
交
付
実
績

を
聞
く
。

答
弁

令
和
４
年
６
月
末
時
点
で

１
，
９
０
６
世
帯
、
１
億
９
千
60

万
円
で
あ
る
。

質
疑

把
握
し
て
い
る
対
象
者
の

申
請
が
な
か
っ
た
場
合
に
声
掛
け

な
ど
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

高
齢
で
連
絡
が
取
れ
な
い

方
に
は
、
民
生
委
員
や
周
り
の
方

に
協
力
を
い
た
だ
き
、
申
請
漏
れ

が
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

持
続
化
給
付
金

臨
時
特
別
給
付
金
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（参考）作成枚数上限：町長選挙：5,000 枚、町議会議員選挙：1,600 枚

（参考）
作成枚数上限：165枚（ポスター掲示場の数）
作成単価上限：(541.31 円× 165枚＋ 316,250 円）÷ 165枚＝ 2,458 円
公費負担限度額：作成単価上限×作成枚数上限＝ 2,458 円× 165 枚＝ 405,570 円
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委員会審査

総務産業建設常任委員会

志志っっ賀賀りり チェック！チェック！

役場内部事務や地場産業にかかる分野を審査します。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

　
　

補
正
予
算

　
　

補
正
予
算

質
疑

ト
キ
放
鳥
受
入
協
議
会

へ
の
負
担
金
の
予
算
総
額
は
。

答
弁

４
市
５
町
で
各
40
万

円
、
県
が
３
６
０
万
円
で
総
額

７
２
０
万
円
で
あ
る
。

質
疑

昨
今
の
物
価
上
昇
に
向

け
て
町
の
対
応
を
ど
う
考
え
る

か
。

答
弁

町
民
全
体
を
対
象
に
、

何
ら
か
の
支
援
を
考
え
て
い
る
。

質
疑

本
町
の
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
状
況
や
補
助
な
ど
を

聞
く
。

答
弁

小
学
校
６
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
の
女
子
が
対
象
で
あ

り
、
３
３
０
人
で
あ
る
。

　

接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
し
な

い
期
間
に
接
種
対
象
で
あ
っ
た

方
に
対
し
、
通
知
を
発
送
し
、

無
料
接
種
の
案
内
を
行
っ
て
い

る
。

ト
キ
放
鳥
受
入
れ

物
価
上
昇
へ
の
対
応
は

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

質
疑

支
援
員
を
配
置
す
る
こ

と
で
、
問
題
の
改
善
に
は
な
ら

な
い
か
。

答
弁

教
職
員
し
か
対
応
で
き

な
い
業
務
や
提
出
書
類
が
増
加

し
て
お
り
、
支
援
員
の
配
置
だ

け
で
は
改
善
に
至
ら
な
い
。

少
人
数
学
級
・
教
職
員

定
数
の
改
善
に
係
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願

教育民生常任委員会
教育や住民の暮らしにかかる分野を
審査します。

質
疑

見
直
し
に
よ
る
本
町
へ

の
影
響
は
。

答
弁

本
町
で
は
、
今
回
改
正

の
宅
地
に
つ
い
て
、
評
価
額
に

対
す
る
課
税
標
準
額
の
割
合

が
、
負
担
調
整
措
置
を
行
う
水

準
を
超
え
て
い
る
た
め
、
税
額

に
影
響
し
な
い
。

固
定
資
産
税

負
担
調
整
措
置
の

見
直
し

『
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
』

最
近
に
お
け
る
物
価

の
変
動
等
に
鑑
み
、
公

職
選
挙
法
施
行
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
選
挙

公
営
限
度
額
が
変
更
と

な
っ
た
。

『
志
賀
町
議
会
議
員
及
び
志
賀
町
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
』

【
負
担
調
整
措
置
と
は
】

　
平
成
６
年
度
に
土
地
の

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
評
価
額
水
準
が
、
地

価
公
示
価
格
の
７
割
程
度

に
統
一
さ
れ
、
急
激
に
上

昇
し
た
こ
と
に
伴
い
、
税

負
担
を
ゆ
る
や
か
に
上

昇
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
決

め
ら
れ
た
制
度
的
緩
和
措

置
。

選挙運動用自動車の使用の公営
区　分 改正単価 現行単価

一般運送契約以外の契約
自動車借入れ（１日当たり） 16,100 円 15,800 円
燃料費（１日当たり） 7,700 円 7,560 円

選挙運動用ビラの作成の公営
区　分 改正単価 現行単価

50,000 枚以下の場合（1枚当たり） 7 円73 銭 7 円51 銭

選挙運動用ポスターの作成の公営
区　分 改正単価 現行単価

印刷費 ポスター掲示場の数が 500箇所以下の場合（1枚当たり） 541 円31 銭 525 円6 銭
企画費 316,250 円 310,500 円
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議会改革活性化特別委員会議会改革活性化特別委員会

開かれた議会を探る開かれた議会を探る 中
能
登
町
議
会　

視
察

中
能
登
町
議
会　

視
察

　

４
月
13
日
、
委
員
会
の
公
開

及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
の

調
査
を
、
中
能
登
町
議
会
に
て

行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
一
般
傍
聴
は
議
会

基
本
条
例
制
定
前
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
執
行
部
側
も
傍
聴
は

当
た
り
前
の
状
況
で
あ
り
、
開

か
れ
た
町
政
、
議
会
が
定
着
し

て
い
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

傍
聴
者
か
ら
は
、
休
憩
時
に

直
接
、
説
明
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
緊
張
感
を
持
っ
て

会
議
に
臨
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

運
用
は
令
和
２
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
て
お
り
、
執
行
部
主
導
で

導
入
、
運
用
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
操
作
へ
の
不
安
も
、
研

修
や
事
務
局
職
員
の
サ
ポ
ー
ト

で
、
大
き
な
障
害
と
は
な
っ
て

お
ら
ず
、
委
員
会
資
料
の
事
前

送
信
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
の
事

務
連
絡
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
し
か

感
じ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

４
月
28
日
、
議
会
全
員
協
議

会
で
「
委
員
会
の
公
開
、
住
民

参
加
、政
策
提
言
の
質
の
向
上
」

を
テ
ー
マ
に
、
早
稲
田
大
学
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
か
ら
長
内

紳
悟
氏
を
招
き
、
研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

住
民
参
加
に
は
開
か
れ
た
議

会
で
あ
る
こ
と
の
必
要
性
、
政

策
提
言
に
は
町
民
目
線
で
多
様

な
観
点
か
ら
提
言
を
導
き
出
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
な
ど
、
改

め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
本
町
で
は
、委
員
会
の
公
開
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
は
進
展
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
と
し
て

取
り
組
む
課
題
で
も
あ
り
、
執

行
部
と
協
議
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

記者席２席を含め、８席の傍聴席
が備わる中能登町議会委員会室

議会改革に向けて開催された研修会

を学ぶを学ぶ

【政策提言とは】
町政における課題の解決を図るため、必要と思われる
政策を、本会議の質問の場や委員会の場で町長等に対
して提案することを言います。

「開かれた議会・政策提言」「開かれた議会・政策提言」
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議案に
対する討論 討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、その理

由を述べて他の議員を自己の意見に賛同させることを目的とする発言です。
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議議決決結結果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

請願
１

少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出を求める請願… 「１．中学校・高等学
校での35人学級を実施。さらなる少人数学級の検討。２．加配の増員や少数職種の配置増など教
職員定数改善を推進。ＧＩＧＡスクール構想の実施にともなうＩＣＴサポーターの配置増。３．自
治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう加配の削減は行わない。」
の意見書提出を求めるもの。
　紹介議員：堂下　健一　議員
　提出者：石川県教職員組合羽咋市部執行委員長　越野 まゆみ 氏

採択
賛13　反0

発委
２

少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書… 請願１号の採択をうけ、意見書を国に提出。
　提出者：教育民生常任委員会　田中　正文　委員長

可決
賛13　反0

発委
３

議会委員会条例の一部を改正する条例… 新型コロナウイルス感染症など「重大な感染症のま
ん延や、近年多発する大規模な災害の発生等」委員会を開催出来ないような緊急事態となった場合、
オンラインで委員会を開催できるように条例を改正し、万一の緊急時に備えておくもの。
　提出者：議会運営委員会　冨澤　軒康　委員長

可決
賛12　反1

発議
２

緊急事態条項に関する国会審議を求める意見書… 緊急事態に対応できる国づくりに向け、 国会
において建設的かつ広範な議論を促進するとともに、国民的な議論を喚起するよう、強く要望する。
　提出者：林　一夫　議員

可決
賛10　反3

発議
３

地方たばこ税を分煙環境整備に活用できる制度の創設を求める意見書… 望まない受動喫
煙を防止し、喫煙者と非喫煙者が共存できる社会を実現するため、地方たばこ税を分煙環境整備に
活用できる制度の創設に取り組むよう、強く要望する。
　提出者：越後　敏明　議員

可決
賛13　反0

※議長は採決に加わりません。

中谷 松助 議員
発委第３号　オンライン活用問題は本町だけで拙速な判断をせず、基本的には地

方自治法での経緯の議論が優先されるとの立場から反対する。
発議第２号　憲法に緊急事態条項を設けることは憲法のない状態を作り出すこと

で内閣に権力を集中する、いわゆる独裁体制を作ることにほかならない。すでに災害
対策基本法など、憲法の下で法制度と体制が整備されており、なにより必要なのは事
前の災害事故対策、感染症対策を十分に行うとともに既存の制度を最大限に活用する
ことであり、反対する。

趣旨説明を行う提出者

教育民生常任委員会
田中　正文　委員長

議会運営委員会
冨澤　軒康　委員長

林　一夫 議員 越後　敏明　議員

反対討論する中谷松助議員
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６６月月定定例例会会
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

報告
1～ 4

専決処分の報告（損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定）… 損害賠償に係る和解及
び損害賠償の額の決定。 報告のみ

承認
2～ 8

専決処分の承認（令和３年度一般会計補正予算（第９号）～令和３年度下水道事業会計
補正予算（第３号）)… ３ページ参照

承認
賛13　反0

9

専決処分の承認（志賀町税条例等の一部を改正する条例)… 地方税法等の一部改正に伴い、
固定資産税における商業地等の宅地に係る負担調整措置の見直しをはじめ、住民税における住宅
ローン控除の期間延長及び見直し、上場株式等の配当所得等に係る課税方式の見直しなどにより、
所要の改正。

承認
賛13　反0

10 専決処分の承認（志賀町都市計画税条例の一部を改正する条例)… 地方税法等の一部改正
に伴い、商業地等の宅地に係る負担調整措置が見直しされたため、所要の改正。

承認
賛13　反0

11

専決処分の承認（志賀町半島振興対策実施地域における固定資産税の特例に関する条例
及び志賀町過疎地域持続的発展支援のための固定資産税の課税の特例に関する条例の
一部を改正する条例) … 租税特別措置法及び租税特別措置法施行令の一部改正に伴い、当該条
例が引用する条項にずれが生じたことから、所要の改正。

承認
賛13　反0

12

専決処分の承認（志賀町本社機能立地促進のための固定資産税の課税の特例に関する条
例の一部を改正する条例)… 地域再生法第17条の６の地方公共団体等を定める省令の一部改正
に伴い、不均一課税の適用期限及び対象となる減価償却資産の取得期限が延長されたため、所要の
改正。

承認
賛13　反0

議案
30 令和４年度一般会計補正予算（第１号）… ３ページ参照。 可決

賛13　反0

31
議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する
条例… 公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙公営単価の限度額が引き上げられたことから、
所要の改正。

可決
賛13　反0

32 工事請負契約の締結「旧志加浦小学校校舎等解体撤去工事」… 寺井建設株式会社　代表取締
役　寺井　裕と6589万円で工事請負契約の締結。

可決
賛13　反0

33 工事請負契約の締結「旧志加浦小学校体育館改修工事」… 池田建設工業株式会社　代表取締
役　池田　政基と6835万8400円で工事請負契約の締結。

可決
賛13　反0

34 工事請負契約の締結「令和４年度志賀町野球場改修工事」… 南建設株式会社　代表取締役　
南　裕基と2億4200万円で工事請負契約の締結。

可決
賛13　反0

35 財産の取得「消防ポンプ自動車」… 志賀町消防団上熊野分団の消防ポンプ車を購入するにあた
り、長野ポンプ株式会社七尾営業所　所長　張田　純平から2255万円で取得。

可決
賛13　反0

36
財産の取得「ＩＣＴ機器」… 小学校用備品としてノートパソコン58台、サーバー２台、その他
付属品等一式を購入するにあたり、株式会社石川コンピュータ・センター代表取締役社長　山浦　
伯之から1632万4000円で取得。

可決
賛13　反0

諮問
1～ 5

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるもの… 人権擁護委員の任期満了に伴う推薦
で、直宮　和江氏（再任）、徳山　武志氏（再任）、福本　英夫氏（再任）、岡﨑　昌子氏（再任）、橋本　
一幸氏（新任）の答申を求めるもの。

適任
賛13　反0

※議長は採決に加わりません。
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福田　晃悦　議員
（９ページ）

●アフターコロナを見据えた産業や
　　　地域の活性化への取組について
●乳幼児子育て支援事業について
●地域特産品の持続支援について

南　　正紀　議員
（10ページ）

●新たな観光スポット創出と
　　　　　　滞在型観光地への転換について
●小中学校における新しい生活様式について

中谷　松助　議員
（11ページ）

●学校等給食の食材経費増加分は補填を
●増穂浦遊歩道沿い防風柵の修繕を
●生神トンネル中央部照明灯の
　　　　　　　　　　増設で事故防止を
●原発ゼロ、純国産 100％の
　　　　自然再生エネルギーへの転換を

堂下　健一　議員
（12ページ）

●トキの放鳥受け入れ事業について
●女性管理職（参事以上）登用の目標について
●食材の値上げに対する学校給食の対応について
●学校の先生は充足しているのか

稲岡 健太郎　議員
（13ページ）

●中学校部活動の地域移行について
●行方不明者への対応について

一般質問一般質問
町政を問う！町政を問う！

５氏５氏がが登壇登壇

【一般質問とは】
議員が町政一般について、報告や説明を求めたり、
質問することをいいます。

議会だよりしか № 68
令和４年７月28日発行 8
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商
工
観
光
課
長

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
・
食
事

券
の
販
売
、
中
小
企
業
緊
急
支

援
金
事
業
の
実
施
で
、
町
内
事

業
者
の
活
性
化
を
促
し
、
地
域

が
活
力
を
取
り
戻
す
一
助
に

な
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　

経
済
活
動
の
正
常
化
に
向
け

好
機
を
取
り
込
む
施
策
は
、
町

内
事
業
者
の
売
上
向
上
や
、
コ

ロ
ナ
前
へ
の
状
態
回
復
を
目
指

す
た
め
、
国
や
県
、
近
隣
自
治

体
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
関

係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
経
済
の
回
復
に
向
け

て
、
町
民
と
事
業
者
双
方
に
効

果
の
あ
る
支
援
策
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

福
田

　

物
価
高
騰
に
よ
り
、
紙
お
む

つ
や
粉
ミ
ル
ク
も
影
響
を
受
け

て
お
り
、
県
内
で
も
乳
幼
児
が

い
る
世
帯
の
支
援
事
業
に
取
り

組
む
自
治
体
が
出
て
き
て
い
る
。

　

本
町
も
子
ど
も
を
育
て
る
家

庭
の
生
活
不
安
を
軽
減
し
つ

つ
、
子
育
て
環
境
と
若
者
世

帯
の
定
着
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
乳
幼
児
子
育
て
支
援
事
業

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

子
育
て
支
援
課
長

　

本
町
で
は
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
出
産
祝
金
で
第
１
子
に

５
万
円
、
第
２
子
に
10
万
円
、

第
３
子
以
降
に
15
万
円
の
商
品

券
を
交
付
し
て
お
り
、
併
せ
て

多
子
世
帯
入
学
祝
金
で
第
３
子

以
降
の
子
が
小
・
中
学
校
及
び

高
等
学
校
等
の
入
学
時
に
そ
れ

ぞ
れ
10
万
円
の
商
品
券
を
交
付

し
て
い
る
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
入
学
支
度

金
で
は
、
小
・
中
学
校
入
学
時

に
そ
れ
ぞ
れ
３
万
円
を
現
金
で

交
付
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
で

は
、
18
歳
ま
で
窓
口
無
料
化
を

実
施
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
、
保
育
料
の
引
き
下

げ
や
減
免
、
副
食
費
の
無
償
化

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

産
業
や
地
域
の
活
性
化
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
組
を
聞
く

町
民
と
事
業
者
双
方
に

効
果
の
あ
る
支
援
策
を
検
討商

工
観
光
課
長

乳幼児子育て支援事業に取り組むべき

手厚い支援をしている 子育て支援課長

福田　晃悦　議員

福
田

　

国
内
で
は
経
済
活
動
を
再
開

す
る
動
き
も
見
ら
れ
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
展
開

が
急
速
に
活
発
化
し
て
い
る
。

　

本
町
で
も
大
き
な
影
響
を
受

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
、
好

機
を
取
り
込
む
施
策
を
展
開
し

て
い
く
べ
き
で
は
。

そ
の
他
の
質
問

福
田

　

本
町
の
特
産
品
の
ス
イ
カ
と

こ
ろ
柿
は
、
生
産
者
が
激
減
し

て
お
り
持
続
に
む
け
て
の
支
援

を
模
索
す
べ
き
。

町
長

　

生
産
基
盤
の
強
化
や
ブ
ラ
ン

ド
化
に
よ
る
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、

規
模
を
拡
大
す
る
法
人
へ
の
作

付
推
奨
や
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
・
拡
充
に
よ
っ
て
持
続
的
な

振
興
を
図
っ
て
い
く
。

　

私
も
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
な
っ
て
消
費
地
の
市
場
に

出
向
き
、
本
町
特
産
品
を
売
り

込
む
。

等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
新
生
児
応
援
特
別
給
付
金

事
業
は
、
現
在
、
本
町
の
み
が

本
年
度
も
町
独
自
で
継
続
し
て

実
施
し
、
出
生
時
に
、
出
産
祝

金
の
商
品
券
に
加
え
て
10
万
円

を
現
金
で
支
給
し
て
い
る
。

　

出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
手
厚
い
支
援

を
し
て
お
り
、
県
内
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
子
育
て
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。
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南
　

本
町
は
通
過
型
の
観
光
地
で

あ
り
、
今
後
、
滞
在
型
の
観
光

地
へ
と
転
換
し
、
地
元
経
済
界

へ
の
支
援
に
も
繋
げ
る
べ
き
で

あ
る
。

　

特
に
富
来
地
域
の
賑
わ
い
創

出
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
新

た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
に

よ
る
滞
在
型
観
光
地
へ
の
転
換

の
考
え
を
聞
く
。

町
長ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
合
宿

誘
致
や
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
コ

ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
を
推
進
し
、

交
流
促
進
エ
リ
ア
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
道
の
駅
「
と
ぎ
海

街
道
」
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
に

向
け
、
施
設
の
整
備
や
、
新
た

な
観
光
ル
ー
ト
の
創
出
、
地
域

の
活
力
を
生
み
出
す
観
光
資
源

を
発
掘
し
、
更
な
る
滞
在
型
の

観
光
を
進
め
て
い
く
。

南
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

ま
だ
収
束
は
見
通
せ
な
い
が
、

徐
々
に
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
、
本
町
で
も
拡
大
は
抑
え

ら
れ
て
い
る
。

　

体
育
祭
や
修
学
旅
行
、
学
校

生
活
の
制
限
の
見
直
し
の
時
期

に
来
た
と
考
え
る
が
、
身
体
的

距
離
が
保
て
る
場
合
や
熱
中
症

が
懸
念
さ
れ
る
場
合
の
マ
ス
ク

着
用
な
ど
、
学
校
生
活
の
制
限

の
緩
和
、行
事
の
実
施
の
考
え
は
。

教
育
長

　

現
在
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
い

と
さ
れ
る
授
業
中
の
グ
ル
ー
プ

活
動
な
ど
は
感
染
対
策
を
行
い

実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
の
感

染
状
況
を
見
な
が
ら
緩
和
し
て

い
く
。

　

運
動
会
や
体
育
祭
で
は
、
児

童
数
の
多
い
志
賀
小
学
校
は
参

観
の
制
限
を
設
け
ざ
る
を
得
な

い
が
、
そ
の
他
の
学
校
は
、
可

能
な
限
り
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況

で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

修
学
旅
行
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
と
同
じ
く
、
２
泊
３
日
の
日

程
で
関
西
方
面
へ
の
修
学
旅
行

を
予
定
し
て
い
る
。

　

文
化
祭
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

状
況
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

　

感
染
状
況
を
見
な
が
ら
、
感

染
症
対
策
を
講
じ
、
緩
和
で
き

る
も
の
は
緩
和
し
て
い
く
。

南　　正紀　議員

滞在型観光地への
　　　　転換の考えを聞く

滞在型の観光を進めていく
町長

小
中
学
校
の

　
　
　

新
し
い
生
活
様
式
を
問
う

状
況
に
応
じ
て
緩
和
し
て
い
く

教
育
長

大勢の家族が参観していたコロナ禍前
の運動会
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中谷　松助　議員

町
長本

町
の
学
校
給
食
は
、適
時
、

食
材
単
価
の
動
向
も
確
認
し
な

が
ら
、
栄
養
士
が
時
節
に
応
じ

た
食
材
の
選
定
や
調
理
方
法
を

工
夫
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
摂

取
量
を
確
保
し
た
献
立
を
作
成

し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

食
材
経
費
の
増
加
分
は
、
給
食

費
負
担
金
の
範
囲
内
で
対
応
出

来
て
い
る
。

　

今
後
さ
ら
に
物
価
の
上
昇
、

高
値
が
継
続
す
る
場
合
は
、
保

護
者
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ

う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
、町
で
対
応
す
る
。

中
谷

　

能
登
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
増
穂

浦
一
帯
の
海
岸
沿
い
の
遊
歩
道

に
は
高
さ
３
ｍ
ほ
ど
の
木
製
の

防
風
柵
が
敷
設
さ
れ
て
い
る

が
、
上
部
の
止
め
金
具
等
の
腐

食
に
よ
り
倒
壊
の
危
険
が
あ

り
、
安
全
な
防
風
柵
へ
の
修
繕

を
求
め
る
。

学
校
等
給
食
の

食
材
経
費
増
加
分
は
町
で
補
填
を

国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し

町
で
対
応
す
る

町
長

増穂浦遊歩道沿い防風柵の修繕を

県に早急な対応を求める 農林水産課長

中
谷

　

最
近
の
食
材
価
格
の
高
騰
が

止
ま
ら
な
い
が
、
学
校
や
保
育

施
設
等
で
の
給
食
等
は
こ
れ
ま

で
通
り
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量

を
保
ち
、
食
材
経
費
が
増
加
し

て
も
保
護
者
に
負
担
を
か
け

ず
、
町
で
補
填
す
る
よ
う
求
め

る
。

そ
の
他
の
質
問

中
谷

　

原
発
ゼ
ロ
、
純
国
産
１
０
０

％
の
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
。

環
境
安
全
課
長

　

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
成
に
よ
る
安
定
し
た
電

力
供
給
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

と
も
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
注
視
し
て
い
く
。

中
谷

　

生
神
ト
ン
ネ
ル
中
央
部
照
明

灯
の
増
設
で
事
故
防
止
を
。

ま
ち
整
備
課
長

　

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
、
県
に
対
応
策
を

求
め
て
い
く
。

農
林
水
産
課
長

　

防
風
柵
は
、
平
成
元
年
度
に

県
が
保
安
林
改
良
事
業
で
松
を

植
栽
し
た
際
、
潮
風
や
砂
か
ら

守
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

修
繕
等
は
、
志
賀
町
森
林
整

備
計
画
の
中
で
治
山
事
業
の
対

象
と
な
る
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
、

保
安
林
改
良
事
業
と
し
て
要
望

し
て
い
る
。

　

現
在
、
腐
食
等
で
危
険
な
箇

所
は
、
県
に
早
急
な
対
応
を
求

め
る
。

腐食により倒壊の危険性がある防風柵

議会だよりしか № 68
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堂下　健一　議員

堂
下

①
ト
キ
の
放
鳥
受
け
入
れ
に

は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
へ

の
取
組
を
町
内
一
円
に
広
げ
る

な
ど
、
農
家
へ
き
め
細
か
い
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
松

く
い
虫
防
除
の
在
り
方
も
再
考
を

迫
ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
本
町
で
予
定
さ
れ
る
１
３
１

基
の
風
力
発
電
の
建
設
は
、
自

然
破
壊
に
つ
な
が
り
、
ト
キ
が

生
息
で
き
る
餌
場
や
水
場
の
確

保
に
大
き
な
妨
げ
と
な
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長

①
能
登
地
域
ト
キ
放
鳥
受
入
推

進
協
議
会
で
は
、
国
の
放
鳥
候

補
地
決
定
後
、
放
鳥
に
向
け
た

取
組
を
開
始
す
る
計
画
と
し
て

お
り
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
つ

つ
、
県
や
関
係
市
町
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

環
境
安
全
課
長

②
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
の

中
で
、
世
界
農
業
遺
産
の
構
成

資
産
で
あ
る
生
物
多
様
性
へ
の

配
慮
や
、
特
別
天
然
記
念
物
の

ト
キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
等
へ
の
影

響
の
回
避
、
一
層
の
低
減
を
図

る
な
ど
、県
や
事
業
者
に
対
し
、

必
要
な
意
見
を
し
っ
か
り
と
述

べ
て
い
く
。

堂
下

　

本
町
の
議
場
を
見
渡
し
て
も

女
性
管
理
職
は
見
当
た
ら
ず
、

委
員
会
審
議
に
お
い
て
も
女
性

の
出
席
は
若
干
名
い
る
程
度
が

現
実
で
あ
る
が
、
女
性
管
理
職

登
用
の
考
え
は
。

町
長

　

町
で
は
管
理
職
に
占
め
る
女

性
職
員
の
割
合
の
目
標
を
10
％

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は

４・
３
％
で
あ
る
。

　

女
性
職
員
が
働
き
な
が
ら
子

育
て
が
で
き
る
職
場
環
境
づ

く
り
や
職
場
内
で
の
協
力
体

制
を
強
化
し
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
研
修
等
の
機
会
を
提
供
し
て

い
く
。
ま
た
、
人
事
評
価
や
自

己
申
告
書
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
女
性

職
員
の
登
用
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
。

教
育
長

①
増
額
分
は
町
で
対
応
す
る
。

②
24
・
３
％
で
あ
る
。

トキの放鳥受入れ事業
　　風力発電への考えは

トキ等への影響の回避など
　県や事業者に意見していく

環境安全課長

女
性
管
理
職
登
用
の

　
　
　
　
　
　

考
え
方
を
聞
く

積
極
的
に
進
め
て
い
く

町
長

今後、進められる女性職員の管理職登用

そ
の
他
の
質
問

堂
下

①
食
材
の
値
上
げ
に
よ
る
学
校

給
食
の
対
応
は
。

②
学
校
給
食
で
の
地
元
産
の
食

材
の
使
用
比
率
は
。

堂
下

①
学
校
の
先
生
は
充
足
し
て
い

る
か
。

②
勤
務
時
間
が
過
労
死
ラ
イ
ン

を
超
え
る
こ
と
で
先
生
と
子
ど

も
た
ち
に
及
ぼ
す
影
響
を
ど
う

考
え
る
か
。

③
教
員
志
望
者
の
減
少
を
ど
う

考
え
る
か
。

教
育
長

①
充
足
し
て
い
る
。

②
教
育
水
準
を
維
持
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
る
。
働
き
方
改
革

の
取
組
を
進
め
る
。

③
憂
慮
す
る
。教
育
実
習
時
に
、

教
育
へ
の
熱
い
思
い
を
伝
え
る

な
ど
、
本
町
出
身
の
教
員
志
望

者
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
く
。
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稲岡　健太郎　議員

教
育
長

部
活
動
数
は
、
志
賀
中
学
校

で
は
、
運
動
部
12
、
文
化
部
３
、

富
来
中
学
校
で
は
、運
動
部
６
、

文
化
部
１
で
あ
り
、
教
員
以
外

の
部
活
動
指
導
員
は
、
志
賀
中

学
校
で
６
名
、
富
来
中
学
校
で

１
名
で
あ
る
。

　

課
題
は
、
入
部
し
た
い
競
技

の
部
活
動
が
な
い
、
専
門
性
を

有
し
て
い
な
い
教
員
が
顧
問
を

し
た
り
、
部
活
動
業
務
に
よ
る

教
員
の
多
忙
化
、
教
員
以
外
の

部
活
動
指
導
員
の
引
き
受
け
手

不
足
が
あ
る
。

　

民
間
事
業
者
に
よ
る
短
期
間

の
部
活
動
指
導
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
指
導
を
考
え
て
お

り
、
町
部
活
動
検
討
委
員
会
を

中
心
と
し
て
、
体
育
協
会
や
生

涯
学
習
関
係
団
体
等
と
連
携

し
、
本
町
と
し
て
、
地
域
移
行

の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

稲
岡

①
本
町
の
行
方
不
明
者
の
数
の

傾
向
、「
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
登
録
者
数
の
推

移
、
協
力
機
関
を
聞
く
。

②
行
方
不
明
者
が
出
た
場
合
の

住
民
へ
の
情
報
提
供
の
呼
び
か

け
の
運
用
を
聞
く
。

③
能
美
市
で
は
、
高
齢
者
の
見

守
り
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
取
組

を
試
行
し
て
い
る
が
、
本
町
で

も
何
ら
か
の
取
組
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

　

行
方
不
明
を
防
ぐ
、
見
つ
け

る
取
組
と
し
て
、今
後
の
展
開
は
。

町
長

①
こ
こ
数
年
は
２
、３
名
で
推
移

し
、
特
に
認
知
症
を
患
っ
た
高

齢
者
の
方
が
多
い
傾
向
で
あ
る
。

「
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
登
録
は
８
名
で
、
協
力
機

関
は
警
察
、
消
防
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、医
療
機
関
等
で
あ
る
。

②
家
族
か
ら
警
察
、
町
、
消
防

に
捜
索
依
頼
が
必
要
で
あ
る
。

中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
に
向
け
た
取
組
は

検
討
委
員
会
を
中
心
に

　
　
　
　

方
向
性
を
検
討

教
育
長

行方不明を防ぐ、見つける取組は

「見守りＳＯＳネットワーク」を推奨

稲
岡

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
公
立
中
学

校
の
休
日
の
部
活
動
の
実
施
主

体
を
２
０
２
３
年
度
か
ら
の
３

年
間
で
地
域
の
民
間
ク
ラ
ブ
な

ど
へ
移
行
す
る
よ
う
自
治
体
な

ど
に
働
き
か
け
る
と
な
っ
た

が
、
過
疎
が
進
む
地
方
で
は
、

受
け
皿
に
な
る
団
体
の
有
無
な

ど
課
題
は
多
い
。

　

町
内
の
中
学
校
部
活
動
の
現

状
と
課
題
や
地
域
移
行
に
向
け

た
今
後
の
取
組
は
。

　

そ
の
際
、
身
体
的
特
徴
や
氏

名
な
ど
の
個
人
情
報
の
公
表
の

可
否
を
確
認
し
、
防
災
行
政
無

線
、
メ
ー
ル
、
ラ
イ
ン
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
呼
び
掛
け
る
。

　

捜
索
が
広
範
囲
に
及
ぶ
場
合

は
、
関
係
す
る
市
町
に
防
災
行

政
無
線
や
メ
ー
ル
等
を
依
頼
し

て
い
る
。

③
登
録
者
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印

字
さ
れ
た
「
見
守
り
シ
ー
ル
」

を
配
付
し
、
普
段
身
に
着
け
る

も
の
に
貼
る
こ
と
で
、
発
見
者

が
ス
マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、「
発
見
」
を
知
ら
せ

る
制
度
の
導
入
を
予
定
す
る
。

他
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
導
入
の
初
期

費
用
を
上
限
１
万
円
と
し
て
助

成
す
る
制
度
も
あ
る
。

　

何
よ
り
、
行
方
不
明
者
を
出

さ
な
い
た
め
、
地
域
で
の
声
掛

け
や
見
守
り
活
動
を
推
進
し
、

警
察
、
消
防
等
関
係
機
関
や
地

域
と
連
携
し
、
早
期
発
見
に
努

め
る
。

認知症により行方不明
となった方を地域の支
援を得て早期に発見す
るためのネットワーク

町長
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? 議会は町民の代表であり、町の仕事
が正しく行われるように、町長に対し
て仕事のチェックや提案をします。
　議会が、どのような活動をしている
のか知るために、

本会議を傍聴してみませんか。

本会本会議議ってって

委員会委員会ってって

　町の予算や条例など重要なものについては、本会議の場で多数決により決定して、はじめて町長は執
行することができます。
　本会議には、定例会と臨時会があります。定例会は、年４回（３月、６月、９月、12月）に招集され、
臨時会は、急を要する場合などに特定の案件を示して招集されます。

　議会で取り扱う議案は数も多く、内容も幅広い分野にわたります。そこで、これをいくつかの部門に
振り分けて専門的、効率的に審査するため、委員会が設けられています。
　委員会には、常に設置されている常任委員会、議会運営委員会と、必要に応じて設置される特別委員
会があります。本会議では、委員会の審査結果を参考にして最終的な意思決定が行われます。

　　　　　　　には、総務産業建設、教育民生、予算決算の委員会があります。
　委員の定数は、総務産業建設と教育民生が７人、予算決算が議長を除く全議員となっています。委員
の任期は２年で、それぞれ担当の所管事務について審査権をもっています。

　　　　　　　には、原子力発電所対策、議会改革活性化、議会広報の委員会があります。
　特別委員会は、本会議の議決によって必要に応じて設置され、委員の定数も議決によって決まります。
委員の任期は、その委員会の目的が達成されるまでとなります。

　　　　　　　　　は、議会がスムーズに運営されるよう、議長の諮問機関として設置されています。
　委員の定数は５人で、会期の設定、議案・請願等の取り扱いなど、議会運営に関する事項について協
議を行っています。委員の任期は２年で、議会の運営や条例等の草案に関する権限をもっています。

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会

??

??

議会って    どんなところどんなところ

議会だよりしか № 68
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① 役場２階の議会事務局で「傍聴証」　
　 を受け取ります。
※感染対策のため、人数制限など行う
場合があります。詳細は事務局まで
お問い合わせください。

② 「傍聴証」を首にかけて３階の傍聴
　 席に入ります。

⬇⬇

本会議を傍聴するには

定例会の標準的な流れ
会期の約10日前 議会の招集 （町長が議会を招集します。）

町政に関する一般質問（議員が町政について質問を行います。）
委員会への付託 （担当する委員会に議案の審査を託します。）

≪開会≫
会期の決定 （定例会の日数を決めます。）
諸般の報告 （議長に提出された各種事項について議員に報告します。）
提案理由説明（町長が町の近況や議案説明をします。）

委員会の審査報告 （各委員会の審査結果を本会議で報告します。）
議案の討論 （議案について議員が賛成・反対の立場で意見発表をします。）
議案の採決 （議案の可否について決定をします。）
≪閉会≫

委員会の審査 （議案を審査し賛成すべきかどうか決定します。）

議案の審査や議会の運営についての協議（議員全員で協議をします。）

本会議
（１日目）

本会議
（３日目）

本会議
（２日目）

委員会

全員協議会

会　
　

期　
　

中

通
年

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

傍聴席では・必ず係員の指示に従ってください。
・携帯電話をお持ちの方は、マナーモードにするか電源
を切ってください。
・録音や撮影はできません。
・拍手や私語、飲食等はできません。静かに傍聴してく
ださい。

傍聴席では

議会って議会って     どんなところ

議会だよりしか № 68
令和４年７月28日発行15
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1616

しかまちＬＩＦＥの
申込・過去の議会だ
よりはコチラからご
覧いただけます

お

しました

お

聞
きしました 志賀町

と
志賀町の

こ

と
のの

ししかまち
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今回は、今回は、

志賀町に移住された

赤崎 赤崎 のの 中島中島　誠康誠康 さんさん

にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

８/30
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

９/６
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

９/16
（金）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

９月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。
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裏の海岸線沿いでの家族写真

家族構成をお聞かせください。
私、妻、１歳半の娘の３人家族です。

出身はどちらですか。また志賀町に住んで何年
になりますか。
埼玉県川口市から引っ越して、3か月になります。

志賀町に移住された理由は何ですか。
　古民家民泊TOGISOの管理人の仕事をするために移
住しました。
お気に入りの場所などありますか。
　香能の山を登って赤崎方面へ行くT字路を左に曲
がって真っ直ぐ進んでから見える日本海に浮かぶ夕
陽。たぶん「夕やけ通り」と呼ばれている所かと。
　幻想的で日によって顔色が異なり飽きません。
志賀町の良いところ、好きなところはありますか。
①海が近くにある所
　太平洋側と異なり、海が綺麗なので最高です。仕
事で汗をかいた後にシュノーケリングに行きますが、
飽きる気がしません。知らない魚がたくさん泳いで
いるので、富来図書館で図鑑を借りようと思います。
②住んでいる人達が上品で優しく明るい所
　近隣の人達の言葉遣いは丁寧ですし、他人の悪口
を聞いたことがありません。皆様がお互いを立てて、
それぞれに尊敬し合っているのが素敵で見習わなけ
ればと思わされました。
　また、娘と散歩していると、「キャベツいらんか
ね？」「きゅうり持って行きなさい」と恐縮ながら名
前も知らないお姉様から声をかけて頂けます。帰る
頃には野菜をたくさん両手にもって帰ることがしば
しばあります。こんなことは埼玉ではあり得ないの
で、とてもありがたいです。

町や議会に望むことはありますか。
　我々のような子育て世帯が住みやすい環境づくりにエ
ネルギーを注いで欲しいです。子育て世帯とあまり関わ
る機会がないので、たまに寂しさを感じます。
　立派な家が空き家になってしまっているので、リノベー
ションして子育て世帯限定で貸し出すのも面白いのでは
ないでしょうか？
　うちの娘は近隣の方達からとても可愛がってもらって
おりますし、僕たちが来てから町が明るくなったと嬉し
い言葉も頂いております。
　高校が無かったり小児科が遠かったりと不便なことも
ありますが、不便が故に人々が助け合っていて豊かさを
感じることがしばしばありますので、核家族化している
都市部の子育て世帯にとっては悪くない子育て環境だと
思います。
　ご検討いただけますと
幸いです。

なんでもなんでもアピールアピールどうぞ。どうぞ。

編集後記編集後記
　３年ぶりに塗り替えられた世界一長いベンチ。
　子どもたちやボランティアの方が集まり、天気よし、
景色よし、改めていーところやなーって感じました。
　皆さんも、天気のいい日に歩いてみては！

古民家で友人と囲炉裏を囲むご家族

親バカで恐縮ですが娘がとても可愛いので、
赤崎のTOGISOまで癒されに来て下さい！
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